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　４月９日、由仁幼稚園と
して最後の入園式が行われ
ました。
　来年度からは認定こども
園への移行が予定されてい
ます。
　由仁町のこども達の健や
かな成長を期待しています。
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平成31年
第 1回定例会
　平成 31 年第１回定例会は３月８日に召集され、会期を 20 日ま
での 13 日間として開会しました。
　諸般の報告（会務、例月出納検査、平成 30 年度定例監査）、行
政報告、平成 31 年度予算編成方針が行われ、一般質問は１名の
議員が２件の質問を行いました。
　また、専決処分した事件（規約の制定並びに廃止）１件につい
て承認し、平成 30 年度各会計補正予算案７件、条例の一部改正
案６件、人事案１件を慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決
しました。
　なお、平成 31 年度各会計予算案は、予算審査特別委員会に付
託され審査を行い、委員会の議決のとおり原案可決となりました。
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会　　計　　名 平成30年度
当初予算額

平成31年度
当初予算額 比　　較 伸率（％）

一 般 会 計 4,762,609 4,629,667 △132,942 △2.8

国民健康保険事業特別会計 1,042,282 983,910 △58,372 △5.6

介 護保険事業特別会計 698,775 733,675 34,900 5.0

農業集落排水事業特別会計 371,503 383,124 11,621 3.1

後期高齢者医療特別会計 95,958 91,398 △4,560 △4.8

町 立 診 療 所 特 別 会 計 423,085 433,645 10,560 2.5

介護老人保健施設事業特別会計 101,549 121,251 19,702 19.4

水 道 事 業 会 計 932,185 880,414 △51,771 △5.6

合　　　　　計 8,427,946 8,257,084 △170,862 △2.0

平成31年度予算を可決
一般会計・特別会計　　総額82億5,708万円(前年度比2％減)

（単位：千円）

　平成 31年度の主な事業　（新規分）

新年度予算は骨格予算

○地域協働型のまちづくりの実現

　・北海道日本ハムファイターズ由仁町応

　　援大使事業

○当町の強みを活かし持続的な発展の実現

　・プレミアム付商品券事業

○安心で安全な医療・福祉の推進と豊かな

　人間性を育む教育の推進

　・緊急風しん抗体検査・予防接種の実施

○普通建設事業
　・由仁３条線道路改築工事
　・岡本線切削オーバーレイ工事
　・自由通路屋根防水修繕工事
　・ゆにガーデン木製飾りテラス修繕工事
　・ヤリキレナイ川改修支障下水道管布設
　　替工事実施設計
　・ヤリキレナイ川改修支障水道管布設替
　　工事実施設計
　・由仁川改修支障水道管布設替工事実施
　　設計
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会　　計　　名 平成30年度
当初予算額

平成31年度
当初予算額 比　　　較 伸　率（％）

国民健康保険事業特別会計 52,586 53,597 1,011 1.9

介護保険事業特別会計 94,982 100,682 5,700 6.0

農業集落排水事業特別会計 113,048 110,374 △2,674 △2.4

後期高齢者医療特別会計 33,615 31,703 △1,912 △5.7

町 立 診 療 所 特 別 会 計 258,333 220,697 △37,636 △14.6

介護老人保健施設事業特別会計 37,549 30,621 △6,928 △18.5

水 道 事 業 会 計 480,433 480,272 △161 0.0

合　　　　　計 1,070,546 1,027,946 △42,600 △4.0

一般会計から特別会計・一部事務組合への負担
（単位：千円）

項　　　　目 平成30年度
当初予算額

平成31年度
当初予算額 比　　　較 伸　率（％）

南 空 知 葬 斎 組 合 7,450 7,749 299 4.0

南 空 知 公 衆 衛 生 組 合 93,600 98,840 5,240 5.6

南 空 知 消 防 組 合 223,612 217,866 △5,746 △2.6

道 央 廃 棄 物 処 理 組 合 2,938 2,939 1 0.0

合　　　　　計 327,600 327,394 △206 △0.1

○ 一般会計から特別会計等への繰出金

○ 一部事務組合負担金 （単位：千円）

自
治
功
労
者
表
彰

　

平
成
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６
日
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国
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長
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お
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り
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１
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会
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前
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達
さ
れ
ま
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た
。
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行 政 報 告 （町長　松 村 　 諭 ）

　　　　るさと寄附金の受付状況について

　今年度の寄附金は、受付ベースで３月１日現在、3,887 件、１億 838 万円となっており、

昨年の同時期と比べますと件数は 713 件、金額は 1,472 万円の減となっています。

　総務省からの通知に基づき、昨年 10 月１日からふるさと寄附金の返礼品につきまして

は、すべてを寄附額の３割以下とし、地場産品の定義から外れるものについても見直しま

したが、全国的には、少数ですが見直しを行っていない団体もあり、寄附者が返礼率の高

い団体へ流れてしまったことが減少した大きな要因と考えています。

　来年度におきましても、全国の皆様から多くの賛同を得られるよう積極的なＰＲに努め

ていきます。

　　　　仁町縁結び協議会の取組について

　結婚をし、家庭を持ちたいと望む町民が、多くの出会いの機会に恵まれるよう縁結び支援

を行うため、町・農業委員会・商工会・農協など町内関係機関が連携し、平成 28 年 11 月に、

「由仁町縁結び協議会」が発足しました。

　平成 29 年度から具体的な取組を開始しましたが、現在 10 名の「縁結び相談員」が中心

となり、結婚を希望する方に当協議会に登録をしていただき、担当する相談員が連携して、

カップリングを目指す活動を行っているほか、結婚支援事業、いわゆる「婚活パーティー」

ですが、町内や札幌市のレストランなどを会場として、これまでに、３回開催したところです。

　本年１月、本協議会の取組を通して、

登録会員の中から、町内企業に勤務す

る男性会社員と、千歳市からの女性の

カップル１組、男性農業後継者と、札

幌市からの女性のカップル１組、計２

組の成婚カップルが誕生しました。

　本事業の成果が着実に現れてきてい

ることから、今後も更なる成婚に結び

つくよう取り組んでいきます。

行
　
政
　
報
　
告

ふ

由

初の成婚カップルとなった中島直基さん、順子さんご夫婦
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　　　　仁町立診療所の医師の確保について

　町立診療所の運営にとって重要な課題である医師の確保について、これまで北海道を始

め、地域医療振興財団、全国自治体病院協議会、日本プライマリ・ケア学会のフォーラム

でのＰＲ活動など、招
しょう

聘
へい

に向けて積極的に行ってきました。

　このように活動している中、５月から着任の受託をいただくことができました医師につ

きまして、報告します。

　医師は、「久
ひさ

野
の

和
かず

成
なり

医師」で、栗山町の医療機関に勤務をされ、

平成 16 年６月から平成 19 年３月末まで由仁町立病院にも勤務を

しています。

　昨年採用した島田医師並びに小端医師との２名の体制に加わるこ

ととなり、当初目指した常勤医３名の体制となるものです。

　今年度から始めた訪問診療など在宅医療の支援をより展開し、町

民の皆さんに安心と安定した地域医療の提供を行い、由仁町が目指

しています地域包括ケアシステムをさらに充実させていきます。

　　　　事の進捗状況について

　はじめに、水道事業の「道道東三川由仁停
てい

車
しゃ

場
じょう

線
せん

支障水道管布設替工事」は昨年 12 月

28 日に、「経営体西三川地区支障水道管布設替工事」は、本年１月 25 日に完成しました。

　次に、農業集落排水事業の「農業集落排水事業（機能強化対策）由仁・三川・川端地区処

理施設第２工区工事」は、本年３月８日に完成する予定です。

由

工

第１回臨時会（１月22日開催）

施　設　名 指定管理者 期　間 備　考

由仁町三川会館 日盛ビル管理株式会社 ３年間 継続

由仁町集落センター そらち南農業協同組合 ５年間 継続

由仁町農畜産物加工センター そらち南農業協同組合 ５年間 継続

次の３施設の指定管理者の指定を、原案可決しました。

久
ひさ

野
の

和
かず

成
なり

医師
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教 育 行 政 報 告 （教育長　田中　 宣行）

　　　　成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について
　「新体カテスト」とも言われていますこの調査は、調査結果を基にして、学校の教育活
動全体を通じた体力の向上に関する指導の工夫や改善を進めることを目的の一つとし、毎
年、全国の小学校５年生と中学校２年生を対象として実施され、このほど調査結果が公表
されました。
　実技については、８種目の調査を行い、小学校と中学校の共通実技として、握力、上体
起こし、長座体前屈、反復横とび、20 ｍシャトルラン、50 ｍ走、立ち幅とびの７種目のほか、
小学校ではソフトボール投げ、中学校ではハンドボール投げを実施しています。
　その調査結果ですが、まず、北海道の体力合計点については、小中男女いずれも依然と
して全国平均を下回っているものの、前年度に比べ小学校女子と中学校男女で上昇する結
果となっています。
　次に、当町の結果についてですが、小学校男子、中学校女子の体力合計点が全国平均を
上回り、前年度の点数も上回る結果であるのに対し、小学校女子、中学校男子の体力合計
点は、全国平均、前年度の点数ともに下回る結果となっています。
　内訳では、握力、20 ｍシャトルラン、50 ｍ走、ボール投げにおいて全国平均を上回る
傾向にあり、長座体前屈、立ち幅とびが全国平均を下回る傾向となっています。
　また、体格と肥満度に関する調査については、北海道の小中学校男子が、肥満傾向にあ
る児童生徒の出現率が高く、当町では、小学校女子と中学校男子において肥満傾向児童生
徒の出現率が高い結果となっています。

　　　　学校卒業予定者の進路状況について
　今年３月の由仁中学校卒業予定者 41名のうち 39名が高等
学校への進学を希望しています。
　出願先の状況については、管内の公立高校には、岩見沢東
高校に 11 名、岩見沢農業高校に９名、岩見沢緑陵高校に６
名、岩見沢西高校、三笠高校にそれぞれ３名、栗山高校に１
名、管外の公立高校には、札幌大通高校、北広島高校、帯広
柏葉高校にそれぞれ１名、高等養護学校に２名の計 38 名が
出願しています。
　また、私立高校には、とわの森三愛高校に１名が出願して
います。
　なお、公立高校、私立高校ともに受験は実施済であり、公
立高校一般受験の合格発表は３月 18 日に予定されています。

教
育
行
政
報
告

平

中

由仁中学校卒業証書授与式
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会　計　名 補正前の額 補正後の額 補正額計

一　般　会　計

5,385,054 5,755,962 370,908

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
計

国民健康保険
事業特別会計

1,096,838 992,595 △ 104,243

農業集落排水
事業特別会計

410,890 374,777 △ 36,113

介護保険事業
特 別 会 計

724,090 696,697 △ 27,393

水道事業会計

930,833 891,020 △ 39,813

国民健康保険
由 仁 町 立
診療所特別会計

419,460 418,819 △ 641

介護老人保健
施 設 事 業
特 別 会 計

102,751 100,988 △ 1,763

補 正 予 算
平成 30年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。　　　　　（単位：千円）	

（主な内容）
・ふるさと納税返礼品	 10,000
・ふるさと納税システム使用料 1,869
・生活交通路線維持費負担金	 849
・ふるさと基金費積立金	  20,550
・ほほえみの家管理委託料	 2,925
・国民健康保険事業特別会計繰出金
	 5,894
・地域福祉基金費積立金	 100
・担い手確保・経営強化支援事業補   
   助金	 238,754
・加工センター管理委託料	 1,967
・道営農業農村整備事業（補正予算）
   負担金など	 2,765
	

・ふれあい交流館管理委託料	  40
・ゆにガーデン貯湯槽配管取替工事な
   ど	 508
・プレミアム付商品券事業事務費　
	 742
・除雪機械用燃料費	 1,460
・がんばれ子ども応援基金費積立金
	 200
・給食センター備品購入費（食缶）
	 144
・道路災害復旧工事請負費
   （４路線追加）	  61,466
・公債元金繰上償還	 126,464

・保険給付費負担金	 △ 78,150
・国民健康保険事業費納付金	 42,938
・財政調整基金積立金	 28,173

・過年度療養給付費償還金	 △ 10,911
・直営診療施設勘定繰出金（医師確
   保対策）　　　　　　　　　	 107

・公共ます設置工事	 △ 1,000
・農業集落排水施設機能強化対策
   事業工事など	 △ 6,608

・管路施設災害復旧工事など
	 △ 28,493

・保険給付費	 △ 25,634
・地域支援事業費	 △ 2,317
	

・地域自立生活支援事業	 224
・介護給付費準備基金積立金	 334

・水道メーター器購入及び取替工事
   費	 △ 6,320
・管路除却工事費	 △ 10,892

・建設改良費（ヤリキレナイ川改修
   事業支障水道管移設事業ほか）
	 △ 20,687

・職員給与費	 952
・寝具及び自動車借上料	 △ 815

・患者輸送車	 △ 437

・介護職員賃金など　　　　△ 1,729
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一般
質問

大
竹
議
員

　
　
　
成
31
年
度
当
初
予
算
総
額

　
　
　
で
は
一
般
会
計
46
億
２
、

９
６
６
万
７
千
円
を
含
む
総
額

82
億
５
、
７
０
８
万
４
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
方
針
で
は
、
国
は
平

成
31
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に
お

い
て
、
地
方
税
の
増
収
な
ど
に
よ

っ
て
地
方
の
財
源
不
足
が
大
幅
に

縮
小
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
地

方
交
付
税
の
上
積
み
を
し
た
も
の

の
、
国
と
地
方
で
折
半
す
る
財
源

不
足
額
を
解
消
し
た
と
し
て
、
臨

時
財
政
対
策
債
発
行
額
で
は
交
付

税
の
増
額
分
を
上
回
る
減
額
を
行

っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
平
準
値
を
基
に
算
定
を
行

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
財
源
に
余
裕

の
あ
る
自
治
体
は
生
き
残
れ
ま
す

が
、
財
源
に
ゆ
と
り
の
な
い
当
町

の
場
合
、
な
け
な
し
の
基
金
か
ら

２
億
６
、
９
６
１
万
円
の
繰
入
れ

で
、
当
初
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
財
政
力
の
弱

い
自
治
体
か
ら
財
政
破
た
ん
に
追

い
込
ま
れ
か
ね
な
い
状
況
と
な
り

ま
す
。
財
政
健
全
化
の
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
住
民

が
最
低
限
の
生
活
が
で
き
る
イ
ン

フ
ラ
と
社
会
保
障
の
整
備
の
た

め
、
国
が
地
方
交
付
税
の
増
額
を

は
じ
め
、
財
源
確
保
に
責
任
を
果

た
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

大竹議員町　長

財
政
運
営
に
つ
い
て

機
会
の
あ
る
ご
と
に
、
国
に
対
し
、
財
源

　
確
保
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
て
い
く

平

人 町
長
答
弁

　
　
　

口
や
産
業
の
集
積
の
度
合

　
　
　

い
に
よ
る
地
域
間
格

差
や
、
景
気
の
動
向
に
よ
る
税

収
の
年
度
間
格
差
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
方
団
体
が
標
準
的
な
行

政
水
準
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

国
は
、
翌
年
度
の
地
方
団
体
の

歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
に
関

す
る
書
類
で
あ
る
地
方
財
政
計

画
を
通
じ
、
地
方
交
付
税
や
地

方
債
な
ど
に
よ
っ
て
地
方
の
財

源
保
障
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
地
方
財
政
計
画
の
歳

出
は
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
っ
て
社
会
保
障
関
係
費
が
増

加
す
る
一
方
で
、
給
与
関
係
経

費
や
投
資
的
経
費
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て

抑
制
基
調
に
あ
り
、
当
町
の
歳

入
の
約
５
割
を
占
め
る
地
方
交

付
税
も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
８
～

少
子
高
齢
化
の
克
服
に
よ
る
持

続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
～
」

（
骨
太
の
方
針
）
に
お
い
て
、

地
方
の
歳
出
水
準
に
つ
い
て

は
、
国
の
水
準
を
下
回
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保

す
る
と
し
て
、
平
成
31
年
度
の

地
方
財
政
計
画
で
は
、
一
般
財

源
総
額
で
平
成
30
年
度
を
上
回

る
額
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、

地
方
税
の
増
収
な
ど
を
理
由
に

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策

債
の
合
計
額
で
は
前
年
度
を
下

回
り
ま
し
た
。

　

地
方
財
政
計
画
は
、
地
方
団

体
の
全
体
の
見
込
額
か
ら
決
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
地

方
団
体
の
財
政
状
況
と
は
異
な

る
も
の
で
す
が
、
主
な
要
因
と

し
て
、
財
政
力
の
弱
い
当
町
で

は
地
方
税
の
増
収
を
見
込
む
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、

過
去
に
立
ち
遅
れ
た
社
会
資
本

整
備
の
た
め
の
財
源
と
し
て
多

額
の
地
方
債
を
発
行
し
て
い

て
、
平
成
13
年
度
に
は
地
方
債

の
償
還
期
間
の
延
長
を
柱
と
す

る
借
入
条
件
の
変
更
を
行
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
在
も

多
額
の
公
債
費
の
償
還
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政

計
画
と
の
乖
離
が
生
じ
、
当
町

は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

一
　
般
　
質
　
問
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大竹議員町　長

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

法
律
に
よ
る
支
援
と
合
わ
せ
、

　
　
　
　
引
続
き
必
要
な
要
望
を
し
て
い
く

大
竹
議
員

　
　
　

全
国
的
に
高
い
負
担
と
な
っ

　
　
　
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
取
り
組
み
と
運

動
が
様
々
な
か
た
ち
で
提
起
さ
れ
、

行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
由
仁
町
に
お
い
て
も
介
護
保
険
制

度
導
入
以
来
、
国
の
負
担
割
合
は
減

る
中
で
自
治
体
と
受
益
者
の
負
担
は

増
大
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
農
業

者
、
自
営
業
、
無
職
の
人
な
ど
で

す
。
所
得
は
低
く
て
も
医
療
費
が
か

か
れ
ば
そ
れ
を
負
担
し
合
う
の
が
保

険
制
度
で
す
か
ら
、
国
保
の
場
合
、

全
国
平
均
で
所
得
の
１
割
を
超
え
る

他
の
保
険
制
度
よ
り
際
立
っ
て
高
い

保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
せ
め
て
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き

下
げ
て
欲
し
い
。
切
な
る
訴
え
の
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
独
自
の
軽
減
措
置
を
取
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
が
、
国
や
道
に
対
し
、

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
の
た

め
財
源
保
障
を
強
く
求
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　
が
国
の
医
療
保
険
制
度
は
、

　
　
　
国
民
皆
保
険
の
も
と
国
民
全

員
が
医
療
を
通
じ
て
安
心
・
安
全
な

生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
保
障
し
た
制

度
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
13
年
７
月
に

旧
法
で
の
国
民
健
康
保
険
法
の
施
行

に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
34
年
１
月
に
現
在

の
法
律
が
施
行
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
が
加
入
す
る
被
用
者
保
険
以

外
の
自
営
業
者
や
高
齢
者
な
ど
が
加

入
し
、
市
町
村
や
国
保
組
合
が
運
営

し
て
い
る
事
業
で
す
。

　
運
営
に
係
り
ま
す
費
用
は
、
保
険

給
付
費
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療

や
介
護
保
険
の
負
担
な
ど
で
す
が
、

今

我

は
、
財
政
健
全
化
の
た
め
徹
底
し
た

歳
出
削
減
と
歳
入
確
保
に
努
め
て
お

り
、
当
町
の
貴
重
な
自
主
財
源
の
一

つ
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
市
町
村

交
付
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
廃
止
に

向
け
た
動
き
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
制

度
の
存
続
を
求
め
る
「
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
堅
持
の
た
め
の
全
国
市
町
村
連

盟
」
に
加
入
し
て
活
動
を
行
う
な

ど
、
財
源
確
保
の
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
機
会
の
あ
る
ご
と
に
、
国

に
対
し
、
財
源
確
保
の
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
財
源
は
、
被
保
険
者
か
ら
徴
収

す
る
保
険
税
・
料
の
ほ
か
、
国
・
北

海
道
・
市
町
村
の
公
費
な
ど
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
税
・
料
の
算
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
必
要
な
保
険
給
付
費
な
ど

を
基
に
、
公
費
負
担
と
と
も
に
必
要

額
を
算
出
し
、
そ
の
率
を
定
め
て
い

て
、
当
町
で
は
、
所
得
割
、
資
産
税

割
、
世
帯
平
等
割
、
被
保
険
者
均
等

割
の
４
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
指
摘
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
険

に
お
け
る
保
険
税
の
負
担
に
つ
き
ま

し
て
は
、
加
入
者
層
が
低
所
得
者
で

あ
る
高
齢
者
が
中
心
の
た
め
、
中
間

所
得
者
へ
の
負
担
が
高
く
な
る
傾
向

と
同
時
に
、
そ
の
基
と
な
る
保
険
給

付
費
も
高
く
な
る
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
て
い
て
、
保
険
基
盤
安
定
制
度

に
よ
っ
て
保
険
税
軽
減
措
置
な
ど
に

対
す
る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
者

の
社
会
保
険
へ
の
異
動
に
よ
っ
て
同

様
の
状
況
に
あ
り
、
保
険
給
付
費
に

お
き
ま
し
て
も
平
成
28
年
度
ま
で
高

医
療
費
指
定
市
町
村
と
な
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
特
定
健
診
や
重
症
化
予

防
活
動
な
ど
の
医
療
費
適
正
化
に
取

組
み
、
現
在
そ
の
効
果
が
出
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
未
受
診
者
に
よ
る
高

予算審査特別委員会
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額
医
療
費
の
増
加
な
ど
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

消
す
る
目
的
で
「
持
続
可
能
な
医
療

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
を
平
成
27
年
５
月
に
制
定
し
、

事
業
安
定
化
の
た
め
の
保
険
者
努
力

支
援
制
度
や
低
所
得
者
へ
の
保
険
料

軽
減
措
置
の
支
援
拡
充
措
置
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
た

び
の
法
律
に
よ
り
都
道
府
県
が
主
体

と
な
っ
て
市
町
村
と
連
携
す
る
体
制

と
な
り
、
保
険
税
率
に
つ
き
ま
し
て

も
平
成
35
年
度
に
統
一
さ
れ
る
予
定

で
、
今
後
の
保
険
給
付
費
の
推
移
を

見
極
め
な
が
ら
見
直
す
考
え
で
す
。

　

質
問
の
国
・
北
海
道
に
対
し
て
国

民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
の
た
め

の
財
源
保
障
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
で
す
が
、
例
年
、
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
が
各
保
険
者
か
ら
事
業

運
営
に
対
す
る
意
見
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
国
や
北
海
道
へ
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
健
康
保
険
制
度

の
一
本
化
に
向
け
た
抜
本
改
革
の
実

現
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
確
保
対

策
お
よ
び
地
域
医
療
を
充
実
す
る
こ

と
、
自
治
体
病
院
な
ど
に
対
す
る
支

援
の
拡
充
・
強
化
に
対
す
る
こ
と
な

ど
の
要
望
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

も
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安
定
の

た
め
、
国
庫
負
担
の
拡
充
・
強
化
と

し
て
、

１　

国
保
財
政
の
基
盤
強
化
を
図
る

　

公
費
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
と
保

　

険
料
が
上
昇
す
る
保
険
者
へ
の
激

　
変
緩
和
措
置
を
行
う
こ
と
。

２　

保
険
者
支
援
制
度
の
見
直
し
に

　

対
し
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
意

　
見
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
。

３　

国
保
改
革
に
伴
う
法
改
正
お
よ

　

び
シ
ス
テ
ム
開
発
・
改
修
な
ど
の

　

経
費
に
つ
い
て
、
市
町
村
負
担
増

　
を
招
か
な
い
こ
と
。

４　

普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治

　

体
間
の
所
得
調
整
は
引
き
続
き
堅

　
持
す
る
こ
と
。

５　

特
定
健
診
お
よ
び
特
定
保
健
指

　

導
の
実
施
率
向
上
の
た
め
、
保
健

　

師
の
人
件
費
な
ど
、
十
分
な
財
政

　
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

６　

低
所
得
者
に
対
す
る
負
担
軽
減

　
策
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
。

７　

特
定
世
帯
（
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
加
入
者
が

　

１
人
と
な
っ
た
世
帯
で
、
５
年
間

　

平
等
割
を
２
分
の
１
軽
減
す
る
）

　

お
よ
び
特
定
継
続
世
帯
（
特
定
世

　

帯
で
５
年
を
経
過
し
た
世
帯
で
、

　

３
年
間
平
等
割
額
を
４
分
の
１
軽

　

減
す
る
）
に
係
る
保
険
料
の
軽
減

　

に
つ
い
て
、
財
政
措
置
を
講
じ
る

　
こ
と
。

な
ど
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
法
律
に
よ
る
支
援
と
合
わ

せ
、
今
後
と
も
引
続
き
必
要
な
要
望

を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

議会を傍聴してみませんか！
■　町議会の定例会は年４回（３・６・９・12 月）開きます。
■　町議会の臨時会は必要に応じて随時開きます。
■　手続は要りません。名簿に住所・氏名を記入するだけです。

議会の開催日については、防災無線でお知らせしています。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
上
、
議
案
や
質
問
・

答
弁
な
ど
の
内
容
を
要
約
し
て

載
せ
て
い
ま
す
。

　
会
議
の
詳
細
は
会
議
録
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
由
仁
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
議
決
結
果
お
よ
び
会

議
録
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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一
斉
統
一
地
方
選
挙
も
終
わ
り
、
北
国
に
も
桜
の
開
花
が
告

げ
ら
れ
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
前
半
戦
か
ら
無
投
票
当
選
が

増
え
、
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
で
も
無
投
票
や
定
数
割
れ
で
欠

員
と
な
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
背
景
に
は
、
人
口
も
少
な
く
、
財
政
力
の
弱
い
市
町
村
か
ら

し
わ
寄
せ
が
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
農

業
、
中
小
企
業
、
商
店
の
経
営
危
機
と
閉
鎖
に
つ
な
が
り
、

益
々
景
気
が
悪
く
較
差
が
拡
大
す
る
異
常
な
事
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
の
進
行
は
こ
う
し
た
状
況
を
一
層
深
刻
な
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
暮
ら
し
の
危
機
は
、
町
経
営
の
危
機
に
繋
が
り
、
町

の
存
立
の
危
機
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
町
議
会
に
も
反

映
さ
れ
ま
す
。
「
議
員
の
な
り
手
が
い
な
い
。
」
議
員
の
定
数

減
や
欠
員
の
問
題
は
春
の
高
校
野
球
に
例
え
れ
ば
、
野
球
の
試

合
を
す
る
場
合
、
ベ
ン
チ
入
り
18
名
の
選
手
ま
で
登
録
が
許
さ

れ
て
い
る
の
に
、
お
金
が
な
い
か
ら
９
名
の
選
手
で
監
督
、
コ

ー
チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
務
で
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
も
や
る
。
そ
ん

な
状
況
に
も
似
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
な
い
深
刻
で
危
機
的
な
と
き

だ
か
ら
こ
そ
、
議
会
と
各
議
員
は
住
民

の
声
を
よ
く
聞
き
、
現
状
を
よ
く
分
析

し
、
行
政
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
て

「
由
仁
丸
」
を
守
っ
て
い
く
。
そ
ん
な

能
動
的
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を

議
会
に
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
て
、
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
文
責　
委
員
長　
大　
竹　
　
登

編
集
後
記

■編集／議会広報特別委員会
　　　　大竹　　登・早坂　寿博
　　　　浮田　孝雄・後藤　篤人
　　　　羽賀　直文

	

　４日　南空知葬斎組合議会第１回定例会
　　　　　　　　　　　　　　　（議場　組合議員）
　７～８日　空知町村議会議長会定期総会
　　　　　　　　　　　　　　　（奈井江町　議長）
　８日　道央廃棄物処理組合議会第１回定例会
　　　　　　　　　　　　　　（長沼町　組合議員）
　９日　衆議院議員渡辺孝一と新春を祝う会
	 	 （南幌町　議長）
　12日　南空知公衆衛生組合議会第１回定例会
	 	 （長沼町　組合議員）
　14日　由仁町を日本一桜のまちにする会定期総会
	 	 （健康元気づくり館　議長）
　18日　南空知消防組合議会第１回定例会
	 	 （栗山町　組合議員）
　19日　一市四町自衛隊入隊者壮行激励会
	 	 （文化交流館　議長）
　19日　由仁町議会議員ＯＢ会総会	 （小樽市　議長）
　21日　南空知ふるさと市町村圏組合議会第１回定例
　　　　会	 （岩見沢市　議長）
　25日　北海道町村議会議長会創立70周年記念式典
	 	 （札幌市　議長）
　26日　石狩東部広域水道企業団議会第１回定例会
	 	 （恵庭市　組合議員）

　１日　空知教育センター組合議会第１回定例会
	 	 （滝川市　組合議員）
　７日　三役会議	 （正副議長室　議長ほか）
　７日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
　７日　全員協議会	 （委員会室　議員）

　８～20日　由仁町議会第１回定例会	 （議場　議員）
　12日　由仁中学校卒業証書授与式
	 	 （由仁中学校　議長ほか）
　12日　三役会議	 （正副議長室　議長ほか）
　12日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
　15・18日　予算審査特別委員会	 （委員会室　委員）
　19日　由仁小学校卒業証書授与式
	 	 （由仁小学校　議長ほか）
　20日　議会全員協議会	 （委員会室　議員）
　20日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
　25日　由仁町農民協議会定期代議員会
	 	 （ＪＡそらち南由仁支所　議長）
　27日　三役会議	 （正副議長室　議長ほか）
　28日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
　28日　由仁町議会第２回臨時会	 （議場　議員）

　４日　そらち南農業協同組合通常総代会
	 	 （文化交流館　議長）
　５日　由仁小中学校入学式	 （小中学校　議長ほか）
　９日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）

3月

4月

2月

３月19日　由仁小学校卒業証書授与式
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